
総務課　
　総務係　財政係	☎82－5210
地域創生課　
　創生企画係
　ユネスコエコパーク推進係
	 ☎82－5220
町民生活課
　税　務　係	 ☎82－5110
　町　民　係	 ☎82－5100
保健福祉課
　保　健　係	 ☎84－7005
　福　祉　係	 ☎84－7010
農林建設課
　農　林　係	 ☎82－5230
　建　設　係	 ☎82－5270
観光商工課
　観光係　商工係	☎82－5240
会　計　室	 ☎82－5120
議会事務局	 ☎82－5300
農業委員会	 ☎82－5230
教育委員会	 ☎82－5320
学校給食センター	☎84－7180
只見保育所	 ☎82－2219
朝日保育所	 ☎84－2038
明和保育所	 ☎86－2249
朝日診療所	 ☎84－2221
（歯科）	 ☎84－2612
こぶし苑	 ☎84－2101
只見振興センター	☎82－2141
朝日振興センター	☎84－2111
明和振興センター	☎86－2111

電話番号

税

今
月
の
納
期

５
月
25
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

●
軽
自
動
車
税
（
全
期
）

●
農
集
排
使
用
料
（
５
月
分
）

令
和
５
年
度
只
見
町
職
員
（
大
学

卒
程
度
）（
資
格
免
許
職
）（
短
大
卒

程
度
・
高
専
卒
程
度
）
採
用
候
補

者
試
験
を
行
い
ま
す

只
見
町
新
規
職
員

試
　
験

人
　
事

一
、
試
験
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

【
大
学
卒
程
度
】　　

○
一
般
事
務　
　
　

若
干
名

○
土
木　
　
　
　
　

若
干
名

○
建
築　
　
　
　
　

若
干
名

【
資
格
免
許
職
】

○
保
健
師　
　
　
　

若
干
名

○
看
護
師　
　
　
　

若
干
名

【
短
大
卒
程
度
・
高
専
卒
程
度
】

○
土
木　
　
　
　
　

若
干
名

○
建
築　
　
　
　
　

若
干
名

二
、
受
験
資
格
（
学
歴
不
問
）

【
大
学
卒
程
度
】

○
一
般
事
務
・
土
木
・
建
築

昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
13
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
土

木
・
建
築
職
に
お
い
て
は
、
無
資
格
も

し
く
は
未
経
験
の
方
は
、
採
用
後
、
一

般
財
団
法
人
ふ
く
し
ま
市
町
村
支
援
機

構
に
お
い
て
、
数
年
間
専
門
的
な
技
術

の
習
得
が
で
き
る
者

【
資
格
免
許
職
】

○
保
健
師
・
看
護
師

昭
和
47
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

者
で
、
保
健
師（
保
健
婦
）・
看
護
師（
看

護
婦
）
の
免
許
を
有
す
る
者
、
又
は
令

和
５
年
３
月
末
ま
で
に
資
格
取
得
見
込

み
の
者

【
短
大
卒
程
度
・
高
専
卒
程
度
】

○
土
木
・
建
築

昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
15
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
無
資

格
も
し
く
は
未
経
験
の
方
は
、
採
用
後
、

一
般
財
団
法
人
ふ
く
し
ま
市
町
村
支
援

機
構
に
お
い
て
、
数
年
間
専
門
的
な
技

術
の
習
得
が
で
き
る
者

三
、
試
験
の
方
法

【
第
一
次
試
験
】

　

教
養
試
験
（
大
卒
卒
程
度
）
及
び
事
務

適
性
検
査
・
性
格
特
性
検
査
・
職
場
適
応

性
検
査

※
大
学
卒
程
度
（
一
般
事
務
・
土
木
・
建

築
）、資
格
免
許
職（
保
健
師
）は
、こ
の

他
に
専
門
試
験
が
あ
り
ま
す
。

【
第
二
次
試
験
】（
一
次
試
験
合
格
者
）

　

小
論
文
・
面
接
に
よ
る
試
験

四
、
第
一
次
試
験
の
日
時
、
会
場

▽
日
時

　

令
和
４
年
７
月
10
日（
日
）

　

午
前
９
時
受
付
～
午
後
５
時

※
試
験
内
容
に
よ
り
終
了
時
間
は
異
な
り

ま
す
。

▽
場
所

　

福
島
大
学
（
福
島
市
金
谷
川
１
番
地
）

五
、
発
　
表

　

役
場
掲
示
板
に
合
格
者
受
験
番
号
を
掲

示
す
る
ほ
か
、
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

六
、
採
　
用

　

合
格
者
は
採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載
さ

れ
成
績
順
に
町
長
が
採
用
者
を
決
定
し
ま

す
。（
名
簿
の
有
効
期
間
は
一
年
間
）

七
、
受
験
手
続
及
び
受
付
期
間

　

申
込
用
紙
は
総
務
課
及
び
朝
日
・
明
和

振
興
セ
ン
タ
ー
で
交
付
し
ま
す
。（
郵
送

に
よ
る
場
合
は
、
総
務
課
宛
に
１
２
０
円

切
手
を
貼
っ
た
自
分
宛
の
返
信
封
筒
角
二

号
を
添
付
す
る
こ
と
）

▽
受
付
期
間

令
和
４
年
５
月
11
日
か
ら
６
月
10
日
ま

で
（
郵
送
に
よ
る
場
合
は
、
６
月
８
日

ま
で
の
消
印
有
効
）

◯
お
問
合
せ
先

　

只
見
町
役
場
総
務
課
総
務
係

　

☎
０
２
４
１
－
82
－
５
２
１
０

●
福
島
県
派
遣
職
員
（
４
月
１
日
付
）

▽
保
健
福
祉
課

　

保
健
係

　
　
　

上
杉　

綾
乃
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町長スケ
ジュール
〈4月分〉

　

只
見
町
は
、
令
和
４
年
４
月
１
日

付
け
で
「
日
本
非
核
宣
言
自
治
体
協

議
会
」
に
加
入
し
ま
し
た
。

　

日
本
非
核
宣
言
自
治
体
協
議
会

は
、
１
９
８
４
年
に
広
島
県
府
中
町

で
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
設
立
の
趣
旨

は
「
核
戦
争
か
ら
生
命
と
く
ら
し
を

守
り
、
世
界
恒
久
平
和
の
実
現
に
寄

与
す
る
こ
と
が
自
治
体
に
課
せ
ら
れ

た
重
大
な
使
命
。
宣
言
自
治
体
が
互

い
に
手
を
結
び
あ
い
、
核
兵
器
の
廃

絶
と
恒
久
平
和
の
実
現
を
世
界
の
自

治
体
に
呼
び
か
け
、
そ
の
輪
を
広
げ

る
た
め
に
努
力
す
る
」
と
い
う
も
の

で
し
た
。
現
在
、
全
国
で
３
０
０
を

超
え
る
自
治
体
が
参
加
し
て
お
り
、

総
会
や
研
修
会
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま

な
平
和
事
業
な
ど
を
通
し
て
設
立
の

趣
旨
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

只
見
町
の
協
議
会
へ
の
加
入
は
、

福
島
県
内
で
７
番
目
に
な
り
ま
す
。

な
お
、平
成
11
年
に
只
見
町
議
会
が
、

非
核
宣
言
を
し
て
い
ま
す
。

「
日
本
非
核
宣
言
　
　

　
自
治
体
協
議
会
」に

　
　
加
入
し
ま
し
た

町
長
か
ら

�

只
見
町
長
　
渡
部
　
勇
夫

◆
「
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
文
字
通
り
子
ど
も
の
読
書
活
動
を
推
進

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
ほ
ど
明
和
小
学
校
が
「
令
和
４
年
度
子
供

の
読
書
活
動
優
秀
実
践
校
」
と
し
て
文
部
科
学
大

臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
大
変
素
晴
ら
し
い
こ

と
で
あ
り
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

読
む
力
は
学
ぶ
た
め
の
基
本
で
す
。
校
長
先
生

を
は
じ
め
、
ご
指
導
頂
い
て
い
る
す
べ
て
の
先
生

方
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
そ
し
て
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら

も
継
続
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◆
先
月
、
内
堀
福
島
県
知
事
が
只
見
町
に
来
ら
れ
、

「
モ
ノ
と
く
ら
し
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
大
倉
）」
を

視
察
さ
れ
ま
し
た
。

　

知
事
は
ゼ
ン
マ
イ
採
取
の
折
に
着
用
し
た
「
く

も
っ
け
つ
」
や
伐
採
し
た
木
材
を
搬
出
す
る
際
に

使
用
し
た
「
が
ん
た
」
を
手
に
取
ら
れ
ご
質
問
さ

れ
る
な
ど
、
大
変
熱
心
に
ご
覧
頂
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
正
式
オ
ー
プ
ン
は
７
月
下
旬
で
す
。

◆
今
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
雪
上
間
伐
運
搬
体

験
」
に
私
も
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

紙
谷
先
生
（
ブ
ナ
セ
ン
タ
ー
館
長
・
薪
エ
ネ
ル

ギ
ー
推
進
室
特
命
参
与
）
の
ご
指
導
の
下
、
安
全

面
に
十
分
気
を
つ
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

私
が
驚
い
た
の
は
地
元
の
方
々
ば
か
り
で
な
く

他
県
の
方
々
や
大
学
生
な
ど
の
自
主
的
な
参
加
が

多
く
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
改
め
て
関
心
の
高
さ
を

感
じ
ま
し
た
。

　

深
沢
区
長
様
は
じ
め
参
加
さ
れ
た
す
べ
て
の
皆

様
と
関
係
者
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　１日　朝日診療所医師辞令交付式、町職員辞令交
付式、定例庁議（新型コロナウイルス対策
本部会議、豪雪対策本部会議）、南会津地
方環境衛生組合及び西部クリーンセンター
辞令交付式（下郷町、南会津町）、町小中学
校教職員着任あいさつ、只見町消防団辞令
交付式

　４日　南会津農林事務所長着任あいさつ、㈱ニッ
コクトラスト東日本北海道支社長新年度あ
いさつ、只見町有害鳥獣捕獲隊編成式、南
会津建設事務所長他新年度あいさつ

　５日　県立只見高等学校長及び教頭着任あいさつ、
町内駐在所職員新年度あいさつ、福島県生
活環境部只見線再開通準備室主幹他新年度
あいさつ、南会津教育事務所長着任あいさ
つ、南会津地方振興局長着任あいさつ

　６日　明和小学校入学式、只見中学校入学式
　７日　ＪＲ坂下駅長着任あいさつ、㈱季の郷湯ら

里全体会、南会津森林管理署支署長着任あ
いさつ

　８日　会津総合開発協議会役員会（会津若松市）
１１日　県立只見高等学校入学式、只見町山村教育

留学生対面式、南会津警察署長着任あいさ
つ、臨時庁議（新型コロナウイルス対策本
部会議、豪雪対策本部会議）

１２日　福島県町村会長新年度あいさつ
１３日　只見町建設業協会新年度あいさつ、福島県

知事との意見交換、電源開発㈱田子倉電力
所長あいさつ

１５日　電源開発㈱東日本支店職員あいさつ、阿賀
川河川事務所長新年度あいさつ、只見特産
㈱社長来庁、只見町ブナセンター雪上伐採
イベント

１７日　明和自治振興会委員会総会
１８日　只見特産㈱取締役会
１９日　福島県水道協会理事会
２０日　議会４月会議
２１日　国道２５２号あいよし橋雪崩流出現場視察
２２日　町政報告会
２５日　薪エネルギー活用先進地調査（鮫川村）
２６日　只見町鳥獣被害対策協議会、深沢温泉整備

にかかる勉強会
２７日　只見中学校１年生キャリア教育学習町長講

和、福島県生活環境部長他着任あいさつ
２８日　只見線利用促進実行委員会、ふくしま市町

村支援機構副理事長他あいさつ、国道２５
２号あいよし橋雪崩流出等に係る南会津地
方対策本部会議

２９日　会津医療センター漢方科医師来庁
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町民
憲章

１、ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう
１、互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう
１、産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう
１、教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう
１、きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

▽
ご
入
学
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
た
な
生
活
に

は
慣
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
新
生
活
を

精
一
杯
満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
今
年
も
町
内
の
桜
が
綺
麗
で
し
た
。

桜
と
残
雪
と
鯉
の
ぼ
り
が
同
時
に
見

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
全
国
で
も
珍

し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▽
広
報
担
当
３
年
目
に
な
り
ま
し

た
。
至
ら
な
い
点
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

�

（
小
林
）

あ
と
が
き

明和振興センター
図書紹介

明和振興センター図書室
☎86－2111

★同志少女よ、敵を撃て

★ことばのかたち

逢坂冬馬（早川書房）
　1942年、独ソ戦のさ
なか、モスクワ近郊の村に
住む狩りの名手セラフィマ
の暮らしは、突如奪われる。
日常と家族を奪った敵に復
讐をはたすべく、中央女性
狙撃訓練学校で、一流の狙
撃兵になることを決意した
セラフィマ。同じような境
遇で家族を喪い、戦うこと

おーなり由子（講談社）
　わたしの話すことばは、
どんなかたちや色をして
いるだろう…。ベストセ
ラー『幸福な質問』のお
ーなり由子が紡ぐ詩と絵
の本。もしも話すことば
が目に見えたら―――こ
とばの使い方は変わるだ

を選んだ仲間たちとともに訓練を重ねながら、や
がてセラフィマは、赤軍女性狙撃小隊の一員とし
てスターリングラードの前線へ向かうことに──。
　今だからこそ読むべき文学。2022年本屋
大賞受賞作品です。

ろうか？　ベストセラー『幸福な質問』（新潮社）
や「ハオハオ」「あめふりりんちゃん」などの作
詞でも知られる、おーなり由子が、日々の言葉
の向こう側にある風景を詩のように描く「こと
ばと絵の本」。この本を読んだ後、大人も子ども
も、きっと言葉の使い方が変わります。

転入　２３　転出　５２　出生　１　死亡　７

令和４年４月１日現在
人　　口　３，８５８（－３５）
　 男 　　１，８９８（－１５）
　 女 　　１，９６０（－２０）
世 帯 数　１，５７０（－１８）
高齢化率　　　　　４８．４％

※高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です。

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
　届出のときにその旨をお伝えください。

（3月26日～4月25日届出分）敬称略

■おくやみ申し上げます
渡　部　美　康　　97歳　　舘ノ川
五十嵐　英　美　　76歳　　楢　戸
鈴　木　雪　子　　84歳　　只　見
菅　家　政　子　　56歳　　布　沢

☆明和振興センターではリクエストも随時受付しています
ので、ぜひご利用ください。
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